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利用登録団体　126 団体にご協力いただき活動しています。お問合せは　秋田県中央男女共同参画センター　TEL 018(836)7853
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は休館日　開館時間　月・火・水・金／ 9:00-18:00　土・日／ 9:00-17:00
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あなたの自分らしい生き方を応援します
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●相談時間　月・火・水・金・土　10:00-17:00　（木・日・祝休館）
●相談方法　電話・メール（ホームページ参照）・面接（要予約）

018-836-7846☎
※　ご予約のない面接希望者は、お待たせしたり後日改めてご来室をお願いする場合がございますので、ご留意ください。

　ハーモニー相談室では、夫婦関係や親子関係など、人間関係に悩む相談を多
く受けています。関係性が密になる家族の間で、思い込みや価値観のずれなど
が生じて、それが積み重なることで関係性がしんどくなったり、言いたいこと
が言えず、気もちが落ち込んでいるという話も聞きます。飲み込んだことばは
相談室で吐き出していただくことを心がけています。
　人は感情を受け止めてもらいながら信頼関係を築いていくのですが、残念な
がら、感情を否定されたりことばそのものを否定されて、ものを言えない雰囲
気の中で成長しなければならなかった人も少なからずいらっしゃいます。自分
の感情とうまく付き合うことに慣れていないこともあります。
　夫婦は元々は他人ですし、親子もそれぞれが別の人格なのですが、自分と他
者という大前提が、家族となると “あやしく” なっているようです。本来は何
を考えているかはお互いに話をしなければわからないのですが、「言わなくて
もわかってほしい」という甘えや「そういう時はこう考えるのが普通でしょ」
の普通論が脳内を占めているときは、会話が成立しません。
　家族であっても、何歳の子どもであっても、一人一人が違う人格で個性があ
るという前提にたっていたら、もっとお互いのコミュニケーションがスムーズ
にいくのではないかと思うのです。
　相談室ではいつでも、皆さまのお電話をお待ちしております。
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※休館日が変更される場合もございます。

★独立行政法人　国立女性教育会館

　所蔵図書 80冊の展示と貸出

　７～９月のテーマは…

　【男性育休】【ひとり親】

　【メディアとジェンダー】

　【伝記（医療）】  …です。

●団体活動、会議等に研修室をご利用下さい
　団体活動や会議、集会等の際は、７階研修室のご使用を提案しています。男女共同
参画推進活動のための団体登録をしていただくことで、よりリーズナブルなご使用が
可能です。右の二次元バーコードから使用申請に関する詳細をご覧になれます。

※事前キャンセルの場合はご連絡ください。お支払後の返金はできませんので、ご了承ください。

使用料の額（円）

9:00-12:00
（午前のみ）

2,370

1,190

7,140

3,570

13:00-17:00
（午後のみ）

3,160

1,580

9,520

4,760

9:00-17:00
（終日）

5,530

2,770

16,660

8,330

17:00-18:00
（延長料金）

790

400

2,380

1,190

全区画

２分の１

全区画

２分の１

男女共同参画推進
活動のための使用

区分

その他の場合

●秋田県　人口戦略部　男女共同参画推進課より

　秋田県男女共同参画推進課長の佐々
木佳奈子でございます。
　地域の皆様には、日頃から中央男女
共同参画センターをご利用いただき、
心より感謝申し上げます。
　さて、男女共同参画センターを中心
としたこれまでの様々な取組により、
「男は仕事、女は家庭」という固定的な
性別役割分担意識は徐々に解消されつ
つあるほか、男性の育児休業取得率や
女性管理職の割合も増加傾向にあり、
県内の男女共同参画と女性活躍は着実
に進展してまいりました。
　しかしながら、昨年、県が実施した「男
女共同参画社会に関する県民意識調査」
では、家庭生活、職場、政治、社会全
体の各分野で、５割以上の方が「男性
の方が優遇されている」と回答してい
ることから、依然として固定的な性別
役割分担意識や無意識の思い込み（ア
ンコンシャス・バイアス）といった課
題が根強く残っており、県全体への普
及・浸透はいまだ不十分な状況にあり
ます。
　こうした中、男女共同参画センター
は、本年４月１日に施行された「改正
男女共同参画社会基本法」において、「関
係者相互間の連携と協働を促進するた
めに必要な施策を推進するための拠点」
として位置付けられたところであり、
地域の皆様にはこれまで以上に学びや
活動の場として積極的な御利用をお願
い申し上げます。
　本県においては、人口減少が加速す
る中、女性や若者の県外流出が続いて
おり、今年度からスタートした新たな

「秋田県総合計画」や「第６次秋田県男
女共同参画推進計画」に基づき、あら
ゆる人々がそれぞれの能力を発揮し、
誰もが自分らしくいられる魅力ある地
域社会の構築を目指してまいります。
　具体的には、企業や地域におけるジェ
ンダー・ギャップ（社会的に作られた
性別（ジェンダー）の違いにより生じる、
教育、健康、経済、政治などの分野に
おける男女間の格差や不平等のこと）
の解消に向けた取組支援を進めるとと
もに、ライフスタイルの多様化に伴い、
性別に関わらず仕事と家庭の両立が重
要視される中にあっても、依然として
家事・育児時間が女性に偏りがちであ
ることから、家事・育児をパートナー
と分かち合う「あきた♡とも家事」の
浸透などを通じて、一人ひとりが自ら
の意思で選択し、希望を叶えることが
できる秋田への転換を図ってまいりま
す。
　まずはあなたの一歩から。県民一丸
となって、秋田を変革しましょう。



※講座・研修のご案内はメールでも行っています。
またホームページ、フェイスブック、
Ｘ等にも随時アップされますので、
追加情報をお待ちください。

お問合せは、秋田県中央男女共同参画センター
TEL 018-836-78553

◆　事　業　報　告　◆ ◆　受　託　事　業　◆

●令和８年度第一回中央地域連携ネットワーク会議

　県や市町村の男女共同参画担当部署の職員、センター登録団体、あきたＦ・Ｆ推進員が集まって
行う中央地域連携ネットワーク会議が６月２日（火）に、ハーモニープラザ研修室で行われ、今年
度実施予定事業について情報交換をしました。
　今回は、男女共同参画推進月間事業として、秋田県立図書館に協力をあおぎ、「あなたの生き方
に出会う小さな本棚」を実施していることを受け、同図書館から職員２名にお越し願い、その概要
や利用法等を共有していただきました。また後半のグループワークでは、「本から見える男女共同
参画」をテーマにお借りした本のタイトルから、地域での暮らしや活動とのつながりを考え、グルー
プとして皆さんに読んでいただきたいおすすめの一冊を選びました。

●ハーモニーフェスタ２０２６

　６月２１日（日）、ハーモニーフェスタ２０
２６が開催されました（主催：秋田県、秋田県
人権啓発活動ネットワーク協議会　共催：秋田
市）。今年は南北含めた３センター各会場で実
施され、中央会場では「親子ヨガ＆家族で考え
るパートナーシップ講座」が行われました。
　ヨガインストラクター・NOZOMI さんによ
るヨガ、ファザーリングジャパン東北・代表理
事の本田正博さんによるパートナーシップ講座
が行われ、参加者同士の交流も盛り上がりまし
た。司会は秋田パパネットワーク Tara 代表の
ロマン・パシュカさんにお願いしました。

●シン・イキヅラサ

　生きづらさを語る会「シン・イキヅラサ」が今年
度も月１回のペースで開催されています。６月は男
女共同参画月間事業の内容にちなみ「あなたのイキ
ヅラサに巡り逢えた１冊」をテーマに話し合いまし
た。今後の開催日＆テーマは次の通りです。
　７月 18日　自由な時間や空間、ある？
　８月 15日　「お盆」どうしてる？
　９月 19日　からだにまつわるイキヅラサ
★毎回土曜日　14:00 ～ 16:00 開催

●今後の事業一覧

LGBTQ理解促進セミナー
７月 26日（日）13:00-15:40
五城目朝市ふれあい館
講演とパネルディスカッション

申込フォームはこちら→

とも家事宣言
「トップが語る家事育児と働き方」
８月 23日（日）10:00-12:00
にかほ市・金浦公民館
県北３市長の対談

申込フォームはこちら→

男性の生きづらさ講座
「男性の孤独を防ぐ職場環境づくり」
８月 31日（月）13:30-15:30
八郎潟町・はちパル
講演とグループワーク

申込フォームはこちら→

ジェンカレ in あきた
「ジェンダーと進路・キャリア」
９月 15日（火）13:30-15:30
秋田市・秋田大学手形キャンパス
講演とワーク

申込フォームはこちら→

男女共同参画×防災×多様性
「わたしもいられるひなんじょ」
10月３日（土）13:30-15:30
由利本荘市・カダーレ
講演とグループワーク

申込フォームはこちら→

●男女共同参画推進月間

　毎年６月は秋田県の男女共同参画推進月間となっており、当センターでも毎年、展示等の啓発事
業をおこなっています。今回は「あなたの生き方に出会う小さな本棚」として、秋田県立図書館か
らジェンダー、生き方、働き方、家族…といったテーマの蔵書 30 冊をお借りし、館内で閲覧でき
るようにしました。ここでは、地域連携ネットワーク会議のグループワークでおすすめの１冊とし
て各グループから提案された本７冊とそこに寄せられたコメント（おすすめの理由など）を紹介し
ます。７月以降は県立図書館に返却していますので、是非そちらもご利用ください。

『自分らしく働く、LGBTの就活・転職の不安が解消する本』
著：星賢一
　LGBTの人たちが就職や転職の場面で直面する悩みや不安
について、具体的な事例を交えながら分かりやすく紹介され
ています。LGBTに限らず、さまざまなマイノリティの立場
にある人が抱える悩みにも応用できる内容だと思います。

『つかれない家族』　著：ハラユキ
　一軒一軒、家族のかたちはそれぞれ
違うということを、みんなが理解でき
る社会になってほしい。

『体力がない人の仕事の戦略』
著：和田秀樹
　育児や介護、持病などさまざまな
事情を抱えながら働く現代人にとっ
て、自分の体力や状況に合わせて無
理なく働くためのヒントが詰まった
一冊だと思いました。

『鈍感な世界に生きる敏感な人たち』
著：イルセ・サン
　他者を理解するためには、まず自
分自身を理解することが大切だと感
じました。情報があふれ、多くの刺
激に囲まれて暮らす現代では、敏感
な人ほど生きづらさを感じる場面が
少なくありません。この本は、自分
の特性や感じ方を知り、言葉にでき
なかったモヤモヤや違和感との向き
合い方を考えるきっかけを与えてく
れる一冊だと思い選びました。

『私は私のままで生きることにした』
著：キム・スヒョン
　イラストとエッセイで読みやすく、
手に取りやすい一冊です。他者と比
較して自分らしさを見失ったり、生
きづらさを感じたりしている人に、
自分らしく生きることへの勇気を与
えてくれると思い選びました。

『ハイヒールを履かない女たち』　
著：あぶみあさき
　地元秋田出身の著者です。多様な
背景を持つ人々が集まる国会こそ
が、国民全体を反映する『鏡』にな
るという言葉が印象に残りました。

『離れていても家族』　著：品田知美
　住んでいるところは違っても、家
族のつながりはある。

センターでも蔵書しています！

▲子どもを見てくれる大人がたくさん
　いることが安心した子育てにつながります

▲人権擁護委員会からの情報提供も
▲男女共同参画やセンターの歴史を振り返る展示
　も行いました

※「シン・イキヅラサ」は参加費・申込不要の場ですが、
　他の参加者の安全が確保されない行為等はお断りしています。
　対等な関係を目指しておりますので、ご了承ください。


